























































































































































































































































































































































































































豪濾箆鞄 難 ? △ 、 　　… ㊥ その他 計
灘欝灘灘 83 23 5 137 21 2 108 379
灘□⊂騰 一 … 『 2 一 … 1 3
????????




1，617 7玉 48 344 223 2 73 2，978
??????????
縫高覧〔〕 26 17 1 12 ?? 1 62
臼灘浜［コ 40 17 4 13 7 1 82
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　表14は，出現類型数の多いもの，上位20字までについて，その前後の表記記
号の種類を示したものである。右端に，雛と○で示したのは，前後で，それぞ
れ，もっとも出現確率の高い表記記号である。この表によって，全体を概観す
ると，　「・」を除けば，上位に，前後に漢字のきやすいものが集中し，15位ぐ
らいまでに，前後のどちらかに漢字がきやすいものがあらわれている。それ以
下は，すべて，前後とも，ひらがながあらわれやすいものということになる。
前後に漢字があらわれやすい「の・に・は・を・が」は，いずれも，1宇が1
助詞に相当する場合が多いものであり，出現頻度も多いと考えられる。これ
ら，多くの出現類型を持つ漢字ほど，文節の切れ目を示す役割を果しているこ
とが予想される。
　前部分に漢宇がきやすいものの中で，比率が高いのは，　「を・に・の」など
で，逆に，「て・る・た」などは，ひらがながくる確率が90パーセントを越え，
「ら・れ・。」がそれに続いている。後部分に漢字がきやすいのは，　「の・・
・を」などで，ひらがながあらわれやすいのは，　rし・か・れ」などである。
句読点の後にくるひらがなは，平均していて，特定の文字への集中度は少ない
が，丁寧の前にくるひらがなは，　「た・る・い・だ・う・す」の6種類で，総
類型数の約90パーセントに達する。また，読点の前にくるひらがなは，「は・
が・で・て。り」の5種類で，総類型数の50パーセントを占める。このような
結果に，今回は行なわなかったが，文節のどの位置にきやすいかという集計を
合わせると，意昧の切れ目を表わすひらがなの性格を明らかにすることができ
るであろう6
　「を」という字は，前部分と後部分のどちらにも漢字のぐる確率の高い文字
であるが，現代かなつかいでは，この文字は，助詞の「を」を表わす以外に絹
いられず，きわめて表意（語）性の強いひらがなである。　したがって，たと
え，前後に漢字があらわれなくても，すなわち，ひらがなが連続しても，この
「を」によって，文節の切れ翼は，明瞭なはずである。とすれば，　「を」の前
後では，ほかの廟宇の場合よりも，ひらがな表記される確率が高いのではない
かという推定がなりたつ。
　この推定を確かめるために，次のような集計を行なった。「をjのつぎにひ
　　　　　　　　　　　　　　　一27一
らがながきやすいかどうかを，　fを」と嗣じように格助詞を表わすことの多い
「が」を選んで，比較をしてみた。「が」を選んだ理由は三つある。「が」は，
格助詞のほかにも，接続助詞にも用いられるし，語中にあらわれることも多
く，　「を」に比べれば，表語機能は劣ると考えられること。また，同じ条件で
比較するためには，　「を」も「が」も，格助詞として用いられる知合に，前部
分に名詞を含む文簾，後部分に動詞を含む文節という形をとりやすいこと。そ
して，それぞれの後にくる動詞を，いわゆる自動詞と他動詞という概念でとら
えやすいζとである。
　そこで，「を」「が」の臨後に，和語の動詞がくる例を，今園のデータからす
べて抜き出して比較をしてみた。その結果，「を」の後に，和語動詞がくる例
は，227憾あり，そのうち，漢字表記されたもの一137例，かな表記されたもの
一90例であった。また，「が」に続く和語動詞は，85例で，そのうち，漢字表
記されたもの一35例，かな表記されたもの一50例であった。なお，まぜ書きの
複合動詞は，すべて，前部分の表記によって分類した。この数字だけを見る
と，先の推定とは逆に，「を」のあとには，漢字があらわれやすく，「が」のあ
とには，ひらがながあらわれやすいかのような印象を受ける。しかし，実は，
これだけでは，厳密な比較とは言えない。なぜならば，和語動詞といっても，
語の性質によって，その表記には，さまざまの違い溺あり，一概に，漢字かか
なかといった色分けをすることは危険である。そして，対象越新聞の文章であ
ることを考えると，和語動詞の表記には，四つのタイプがあると思われる。
　その基準となるのは，　「当用漢字表」である。まず，④のグループとして，
「当用漢字表」，「同音韻表」の範囲で，漢字表詑することが可能であり，実際
に漢字表詑されたものがあげられる。　「当用漢字表」以外の漢字を用いて表記
されたものは，　1例もなかった。したがって，漢字表記されたものは，すべ
て，このグループにはいる。実例は，多くあげるには及ばないであろう。
　　・⑳これに反対の立場から政府追求を続けてきた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　o　一
　　⑳私が住んでいる古河市は，
　　　　O　’一一wh
　＠のグループは，上のグループとまったく同じ事情にありながら，実際に
は，ひらがな表記されたものである。すなわち，一般に漢字表記が普通であ
　　　　　　　　　　　　　　　一28一
り，漢字表記できるのに，ひらがな衷記されたものということになる。この中
でも，⑰のように，ひらがな表記されることがあまりないものから，・のよう
に，かな国記がそう珍しくないものまで，各種のレベルが存在する。
　　⑳折箱料理をたのしむゆとりができたんじゃないからしら。
　　　　　　　0　　⑱ことしからアマ・スポーツ番組をつくるはずだったが，
　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　　⑳マクナマラ米国防長官の暗殺をはかって捕えられ，　　　　　　　　＝
　　　　　　　　　　　　　　　　o　　ハ（鵬〉タム・チャウ師に不満をもつ反政府派が，
　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　th
　　（1鋤おじいちゃんにズケズケとものをいい，
　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　〈102）ちょうど台風がきて，その土地が水びたしになっていたこともあって，
　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　oww
　〈193）沈滞していた中小企業の設備投資意欲に，國復のきざしがみえてきた。
　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇
　　（104）H本政府の熱意がたりないからだ。
　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　一
　⑳のグループは，漢宇で表記することが，まったくないというわけではない
が，戦前から，かな表記が行なわれ，現在では，かな表記が普通と思われるも
の，および，漢字表記の形式が考えられないものからなる。たとえば，　隠用
漢字音別表」で訓が認められている「ある（有る）・いる（居る）」のようなも
のも，ここに含めてある。したがって，㊥のグループとの境界は，必ずしも明
確ではない。
　　（］05）気分転換をなさってみませんか。
　　）　　　　　　　　　　　　 o
　　σ％）ずいぶんコウをやったようだけど，
　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　一
　　（107）全党的に再批判する必要がある。
　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　一
　　くIOS）起きる前がつらくて頭痛がします。
　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　一
　㊥のグループは，表外字・表外音訓に該当するもので，かな表記が普通であ
るという点では，◎のグループと共通する。薪聞では，ほとんど漢字表記され
ることはないが，新聞以外では，漢字表記されることもありうるという意味
』で，◎のグループとは区別した。以上＠・◎・㊥が，実際にかな表記されたも
のである。
　　（】鋤アズキ色の丸いスタンプをはっていた。
　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　　〈llO＞朝の出勤時の混雑をねらったものとみられている。
　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Q
　　（lll）生ガキの中毒がふえている。
　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　一
　　　　　　　　　　　　　　　一29一一
表15「を」「が」に続く和語動詞の表記
漢宇表記が
一般のもの
かな表記が
一般のもの
④漢字で表記されたもの
◎かなで表記されたもの
◎築蠕瀦あかな魏
㊥蟄執翻音訓こ該
?
・となり仲べ
87 137
33
6
21
50
15
25
?｝?
1ことなり
28
8
5
9
のべ ^
35
?
10
29
ii　il
_　　．’』．』’＼＼
@　　　　＼
?
が
異　な　り 27．5 22．2
延　　　べ 261ブ 22．2
　（l12）…という人々で辞典の売場がにぎわっている。
　　V　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e
　「を」　「が」に続く稀吾動詞を，以上の四つのグループに分類して，異なり｝
語数と延べ語数別に示したが表15である。　「が」の◎のグループは，他のグル
ープにくらべて，異なり語数と延べ語数の比に著しく差があるが，これは，
「ある」が24｛列を占めているためである。すなわち，　「が」について，ひらが
な表記された50例のうち，約半数が「ある」ということになる。このように考
えると，「を」「が」のあとにくる動詞が，漢字表記されやすいか，かな表記さ・
れやすいかという比較は，結局，④のグループと＠のグループについて行な5
のが，妥当であるということになる。異なり語数についてみれば，「を」の野
合は，かな表記される割合が，120例中33例（27．5パーセント），fが」の場合・
は，36例中8例（22．2パーセント）である。延べ語数では，　「を」の揚合，か
な表記される割合が，187例中50例（26．7パーセント），「が」の揚合は，45例：
中10例（22．2パーセント）と，どちらの揚合にも，わずかながら，　「を」のあ
　表16「を」「が」に続く職掌表記でき　　とにくる稲藁動詞が，ひらがな表記さ
　　　る動詞がかな表記される割合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れる割合が，rが」の揚合よ！　・it’上弓　　　　　　　（数字は，パーセント）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　っていることになる。　（ただし，カイ
　　 　　　　　　　　　　　　　自乗検定では，有意な差はみられなか
　　 　 　　　　　　　　　　　　　　つた’。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次に，ある特定の動詞について，そ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れが前にくる文宇によって，どのよう
　　　　　　　　　　　　　　　　一　30．一
vee表記形式がかわるかを調べてみた。そのためには，ある語について，多くの
用例を集める必要がある。そこで，今宮の語彙調査の約％に当たるデータのK
WIC索引によって，　「つくるjという語を選び，120例を得た。この120例を
二表記別にみると，次のようになる。
　　作る　　　62例
　　造る　　　2例
　　つくる　　56例
これを，直前の表記記号によって分類すると，「を」につつくものが65例で，
そのほかは，　「で」の12例をはじめとして，ひらがな13種類，漢牢3種類で，
合計が55例となる。そこで，「を」とそれ以外のものとに分け，そのあとのfつ
くる」がどのような表記になっているかに分類してみたのが，表17である。
rを」に続く野合に，ひらがな蓑記　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表17動詞「つくる」と直前の文字
：が，あらわれる割合は，47．7パーセン　　　・　　の関係
お，胤幣驚驚　　作・・造・｝つ・・
「を」に続く場合のほうが，・ひらがな　　　　　　　　　　34　　　31
表記になる率がi高い6　（この差は，も　　　　　　　　　　　　30　　　　25
ちうん，統計的に有意な差ではない。）
　以上，　「を」に続く和語動詞がひらがな表記になりやすいか否かを見たが，
わずかながら，ひらがな表記になりやすいという結果が磁ているe’しかしなが
ち，この違いは，僅少であって，はっきりした傾向としては，とらえることが
できなかった。この程度の少量のデータでは，これ以上の比較を試みること
は，無意味と思われるが，少なくとも，この結果から，　「を」につつく和語動
詞がひらがな表記になりやすいという推定を否定することはできないであろ
う。
　表　記
O部分
?
を　以　外
・9。おわyに
　この調査でいままでに述べてきたことをまとめると，次のようになる。
　（η　文節は，漢字で始まり，ひらがなで終わる傾向が強く、とくに，灘篶〔コロ
　　　　　　　　　　　　　　　一31一
　　　という類型を持つものは，漢字とひらがなのみからなる文節の約60パー
　　　セントをしめる。
（ii｝ひらがなで始まる文節のうち，接続詞・連体詞・副詞などは，大部分が
　　　かなのみからなる類型［1］□anに属し，翻りはじめや，読点のあとに用
　　　いられることが多い。
　岡　ひらがなではじまる文節のうち，名詞・動詞・形容詞は，直前に，ひら
　　　がなのくる確率が高い。
　囲　ひらがな表記される，名詞・動詞の大部分は，出現頻度の高い譜によっ
　　　て占められ，その語を含む，出現確率の高い文宇列を作りやすい。
　（v｝ひらがな急心の動詞・形容詞の直前には，漢字やかたかなを含む文節が
　　　きやすい。
　個　ひらがなの中には，文節の終わりに用いられることの多いものがあり，
　　　ひらがなが連続する場合に，意味の切れEを示す機能を持つことが推測
　　　される。
　はじめにあげた，この調査の目的は，漢字かなまじり文の中で，漢字が，意’
味の切れ目やまとまりを示す役割を果しているか，もし，漢字からその機能が
失われているならば，それにかわるものは何かということであった。まず，前
者についていうならば，現代の新聞においては，少くとも量的には，その機能
は失われていない。しかし，それは，名詞・動詞・形容詞といった範囲に限ら
れつつあるというのが正確であろう。二番目の貸的については，一般にかな表
記される傾向の強い，接続詞・連体詞・副詞などは，文宇連続中にあらわれる
位置によって，語のはじまりを示す機能がみられることを指摘することがでぎ
た。また，名詞・動詞などでも，かな害きされることの多いものは，文字連続
の出現確率や前後の文節の文字列構成，表意性の高いひらがななどによって，
漢字の機能がカバーされている傾向をとらえることができた。
　すなわち．本論でとった方法は，文字連続の中で，かな表記語が，どのような
環境にあらわれるかということを手がかりにしたものである。なぜ，これらの
藷が，かな書きにされるかという理由は，ほかにもいろいろあるはずである。
意味の面から言えば，同じ語でも，本来の意昧から転化したり，実質的な意味
　　　　　　　　　　　　　　　一一　32　一
のうすいものは，かな書きになりやすいということもあるee。また一つの訓に
対して，種々の漢字表記がある動詞，（たとえば「かえる一変える・代える・
替える・換える」）は，かな書きになりやすい“Wt一。そのほか，漢宇の字形の複雑
さ，漢字の表わす音錦数聾鰭なども，かな表記と関係があるとされている。あ
る語が，かな表記されるか否かは，実際には，これらの要素のいくつかが，複
雑にかみ合わさって決まるものであろう。この調査では，その要素のいくつか
を，文宇連続という観点から，とらえることができたと思う。
　最後に，反省を含めて，この調査の問題点をふりかえることにする。まず，
漢字表記語の分析を行なわずに，かな表記語の分析を中心として，論を進めた
ことがあげられる。漢画表記語については，いくつかの部分を除いては，推測
という結果にとどまらざるをえなかった。つぎは，いま述べたこととも関係す
るが，この種の調査でよく行なわれる。漢語・和語といった語種の面からの比
較をしなかったことである。さらに，このような調査を行なうためには，規模
がやや小さかったという；事実を認めざるを得ない。全体の傾向をとらえること
はできたと思うが，細かい問題になると，他の結果を援用しなければならず，
統計的には無意味になってしまうことも多かった。そして，この調査の対象が
新聞の文章であるということから，この調査の結果には，必ずしも一般の文章
と一致しない点が多いはずである。それについては，深く検討する余裕がなか
った。
　以上のような問題点はあるが，このような調査を，さらに規模を大きくして
行なうことによって，より精度の高い結果を得ることは不斑能ではない。この
　＊宮島達夫氏によれば，fみる3という動詞が，「絵をみる」のように視覚的な意
　　味の強いものは，漢字表記される傾向が強いが，rようすをみる」のような揚合
　　は，かな表詑される傾向が強いとされる。（巻末文献⑤）
＊＊この調査で出現した「はかる」という動詞は，7回あるが，音訓表では，「図る・
　　計る・測る・量る」の訓がみとめられているにもかかわらず，「タイムをはかる」
　　「調整をはかる」のように，すべて，かな書きである。
＊＊＊r行なう」という動詞は，「現代雑誌九十種の薦語用字調査」では，175例中，か
　　な蓑記されたのは，7例である。rもつ」は，436例中，197例がひらがな表記さ
　　れている。
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ような調査が，正書法や基本漢字を考えるために役立つ資料となることは，も
ちうんであるが，
字変換において，
とくに言語清報処理における，自動構文解析や，自動かな漢
未解決の問題を解明するためにはぜひ必要であると思われ
る。
　　　　　　　　　　　　　　参　考　文　勲
③石綿敏雄「機械処理の対象としての漢宇」（r騎報処理』10巻9号）
②土屋信一「雑誌『太揚』の用字の変還」（『言語生活』193号）
　「明治。大正・昭和の漢宇漢語の変還」（森岡健二編著『近代語の成立』所収）
③斎藤秀紀「漢字かな混り文のエントロピー」（『計蚤国語学』43／44号）
④斎藤秀紀r漢字かな混り文の文宇列」（『国研LDP』8号）
⑤宮島達夫「和語の漢宇表記」（『教育国語』1970－12）
一34一
